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特集序言

オレオナノサイエンス部会

シンポジウム報告と特集総説まえがき

後　藤　　　了・島　田　洋　輔
（東京理科大学　薬学部）

平成 28 年 11 月 13 日，東京理科大学森戸記念館において日本油化学会オレオナノサイエンス部会主催でオ

レオナノサイエンス部会シンポジウム 2016 を開催した。招待講演 6題，ポスター発表 13 題を行い，参加者は

43 名であった。

オレオナノサイエンス部会では，ドラッグデリバリーシステム（DDS）やナノテクノロジーを活用した医薬・

食品・化粧品の研究に焦点をあて，その素材のものづくり，設計，分析についてなどの多岐にわたるオレオナ

ノサイエンス研究に関してシンポジウム等を通じて発信している。本年度の部会シンポジウムにおいては製剤

研究分野において著名な 6名の講師をお招きし，最先端の研究内容をご紹介していただいた。本特集総説では

お招きした講師のうち 5名から寄稿していただいたので，その前書きとして簡単にシンポジウムの内容をご紹

介したい。

まずは，午前の部の 3名の講師を紹介する。一人目は武蔵野大学薬学研究所の大塚誠教授によるDDSと再

生治療の融合を目指した「骨再生用生体材料の薬物放出速度論から細胞活性応答性薬物放出へ」，大塚教授の

アパタイトナノ粒子を用いた骨再生を可能にするDDSという画期的な研究内容を講演していただいた。大塚

先生の講演内容は本特集でもご寄稿いただいたので詳しくは本文をご参照いただきたい。続いて日本大学薬学

部の伴野和夫教授による「複合体形成による不溶性薬物の可溶化（インドメタシン・リドカイン複合体を中心
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に）」では，医薬品製剤における難水溶性薬物の可溶化を目的とした共結晶を形成するような薬物など，複合

体を形成することでその水溶性を向上させるという発表を具体的な実験データを基に詳しくご紹介していただ

いた。午前最後の講演は，本特集にも寄稿していただいたDDS製剤による診断および治療の最前線ともいえ

る研究を静岡県立大学薬学部の奥直人教授が「血管障害の診断・治療におけるDDS製剤の有用性」というタ

イトルでわかりやすく，簡潔にご講演をしていただいた。

次に午後の部として 3名の講師に講演をしていただいた。初めに「「患者に優しい製剤の開発」—大学で学ぶ

製剤学を臨床製剤設計にどう活かす？—」という個性的なタイトルで，大学からの医薬品製剤開発を目的にし

た研究を実践されている東京理科大学薬学部の花輪剛久教授が様々なアプローチと豊富な実験データとともに

ご紹介していただき，次に千葉大学大学院薬学研究院の森部久仁一教授による講演で，「固体分散体からの薬

物溶出に影響を及ぼす因子」について，特に薬物の固体分散体と薬物の溶出に関する最新の研究を固体NMR

などの最新技術を用いた結果についても詳細にお話しいただいた。最後の講演は星薬科大学の米持悦生教授に

よる「顕微イメージング解析による製剤プロセスの評価」で，近年に注目されているイメージング技術を医薬

品製剤へ応用した例を紹介していただいた。午後の部の 3名の先生方にも本特集においてご寄稿いただいてい

るので，どうかご一読いただきたい。

最後に，このように有意義なシンポジウムを開催できたことに，講師の先生方，およびシンポジウム参加者

に篤く御礼申し上げる。
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